
 

三田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例新旧対照表 

現行 改正案 

第1条～第11条 省略  第1条～第11条 省略 

別表第1(第2条関係) 省略 別表第1(第2条関係) 省略 

別表第2(第3条―第6条関係) 別表第2(第3条―第6条関係) 

計画区

域 

(ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) (カ) (キ) 

計 画

地 区

の 区

分 

建築することがで

きる建築物 

建築物

の敷地

面積の

最低限

度 

建築物

の容積

率の最

高限度 

建築物

の建ぺ

い率の

最高限

度 

建築物の高さ

の最高限度 

建築物の外壁等の面から

道路境界線又は敷地境界

線までの距離の最低限度

(a) (b) (c) 

省略 

北摂三

田ウッ

ディタ

ウン地

区整備

計画区

域 

戸建

住宅

地区

－Ⅰ 

1 戸建専用住宅。

ただし、計画図

a′部分は戸建専

用住宅又は低層

連続住宅 

2 戸建住宅で、延

べ面積の2分の1

以上を居住の用

に供し、かつ、次

の各号のいずれ

かに掲げる用途

を兼ねるもの(こ

れらの用途に供

する部分の床面

積の合計が50平

方メートルを超

え る も の を 除

く。)。ただし、

計画図a部分は、

令第130条の3で

定める兼用住宅 

(1) 学習塾、華道

教室、囲碁教室

その他これらに

類する施設 

(2) 美術品又は

工芸品を製作す

るためのアトリ

エ又は工房(原

動機を使用する

場合にあって

は、その出力の

170

平方メ

ートル 

 

 

 

 計画

図に指

定する

街区Ｆ

の部分

は10分

の 10 

 

 

 

 

計

画図

に指

定す

る街

区Ｆ

の部

分は

10分

の

5(法

第53

条第3

項第2

号に

該当

する

場合

は、10

分の

6) 

 

 

 

 

計画図に指

定する街区Ｆ

の部分は10メ

ートル(地盤

面からの高さ

による。) 

 

 

 

 

 建築物

の外壁又

はこれに

代わる柱

の面から

敷地境界

線までの

距離 

 計画

図に指

定する

街区Ｆ

の部分

は 1 メ

ートル

 

 

 

 

 

計画区

域 

(ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) (カ) (キ) 

計 画

地 区

の 区

分 

建築することがで

きる建築物 

建築物

の敷地

面積の

最低限

度 

建築物

の容積

率の最

高限度

建 築 物

の 建 ぺ

い 率 の

最 高 限

度 

建築物の高さ

の最高限度

建築物の外壁等の面から

道路境界線又は敷地境界

線までの距離の最低限度 

(a) (b) (c) 

省略 

北摂三

田ウッ

ディタ

ウン地

区整備

計画区

域 

戸建

住宅

地区

－Ⅰ 

1 戸建専用住宅。

ただし、計画図

a′部分は戸建専

用住宅又は低層

連続住宅 

2 戸建住宅で、延

べ面積の2分の1

以上を居住の用

に供し、かつ、次

の各号のいずれ

かに掲げる用途

を兼ねるもの(こ

れらの用途に供

する部分の床面

積の合計が50平

方メートルを超

え る も の を 除

く。)。ただし、

計画図a部分は、

令第130条の3で

定める兼用住宅

(1) 学習塾、華道

教室、囲碁教室

その他これらに

類する施設 

(2) 美術品又は

工芸品を製作す

るためのアトリ

エ又は工房(原

動機を使用する

場合にあって

は、その出力の

170平

方メー

トル 

 

 

 

 

 

計画

図に指

定する

街区Ｆ

の部分

は10分

の 10

 

 

 

 

計

画図

に指

定す

る街

区Ｆ

の部

分は

10分

の

5(法

第53

条第3

項第2

号に

該当

する

場合

は、10

分の

6) 

 

 

 

 

 

 

 

計画図に指

定する街区Ｆ

の部分は 10

メートル(地

盤面からの高

さによる。)

 

建築物

の外壁又

はこれに

代わる柱

の面から

敷地境界

線までの

距離 

 計画

図に指

定する

街区Ｆ

の部分

は 1 メ

ートル 

 

 



 

合計が0.75キロ

ワット以下のも

のに限る。) 

(3) 下宿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 診療所。ただし、

計画図に指定す

る街区Fの部分に

限る。 

4 巡査派出所、公

衆電話所その他

これらに類する

公益上必要な建

築物で、令第130

条の4で定めるも

の 

5 町内会等の一定

の地区の住民を

対象とし、当該地

区内住民の社会

教育的な活動あ

るいは自治活動

の目的の用に供

するための公民

館、集会所その他

これらに類する

施設 

6 前各項の建築物

に附属するもの 

戸建

住宅

地区

－Ⅱ 

省略 

  

 

 

 

 

       

合計が0.75キロ

ワット以下のも

のに限る。) 

(3) 下宿 

(4) あん摩マッサ

ージ指圧師、はり

師、きゅう師等に

関する法律及び

柔道整復師法に

規定する施術所。

ただし、計画図に

指定する街区Gの

部分に限る。 

3 診療所。ただし、

計画図に指定す

る街区Fの部分に

限る。 

4 巡査派出所、公

衆電話所その他

これらに類する

公益上必要な建

築物で、令第130

条の4で定めるも

の 

5 町内会等の一定

の地区の住民を

対象とし、当該地

区内住民の社会

教育的な活動あ

るいは自治活動

の目的の用に供

するための公民

館、集会所その他

これらに類する

施設 

6 前各項の建築物

に附属するもの

戸建

住宅

地区

－Ⅱ 

省略 

戸建

住宅

地区

－Ⅲ 

 同上 150

平方メ

ートル

 10分

の10 

 10分

の5(法

第53条

第3項第

2号に該

10メート

ル(前面道路

の中心点から

の高さによ

る。) 

建築物

の外壁又

はこれに

代わる柱

の面から

同上 次の

各号の

いずれ

かに該

当する



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 省略 

当する

場合は、

10分の

6) 

敷地境界

線までの

距離 

建築物

等 

(1) 外

壁又

はこ

れに

代わ

る柱

の中

心線

の長

さの

合計

が3メ

ート

ル以

下で

ある

もの 

(2) 物

置そ

の他

これ

に類

する

用途

に供

し、軒

の高

さが

2.3メ

ート

ル以

下で、

かつ、

床面

積の

合計

が5平

方メ

ート

ル以

内で

ある

もの 

 省略 



 

省略 
 

省略 

備考 省略 備考 省略 

 


